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略
歴
・
業
績
目
録

一

　
　

学　
　

歴

一
九
六
三
年
四
月　

京
都
学
芸
大
学
附
属
京
都
小
学
校　

入
学

一
九
六
九
年
三
月　

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
学
校
（
一
九
六
六
年
改
称
）　

卒
業

一
九
六
九
年
四
月　

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
中
学
校　

入
学

一
九
七
二
年
三
月　

同
右　

卒
業

一
九
七
二
年
四
月　

京
都
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校　

入
学

一
九
七
五
年
三
月　

同
右　

卒
業

一
九
七
六
年
四
月　

神
戸
大
学
文
学
部
文
学
科
国
文
学
専
攻
　
入
学

一
九
八
〇
年
三
月　

同
右　

卒
業

一
九
八
〇
年
四
月　

神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
国
文
学
専
攻　

入
学

一
九
八
三
年
三
月　

同
右　

修
了
（
文
学
修
士
）

一
九
八
三
年
四
月　

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程
文
化
構
造
専
攻　

入
学

一
九
八
九
年
三
月　

同
右　

単
位
取
得
退
学



二

　
　

職　
　

歴

一
九
八
九
年
四
月　

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科　

助
手

一
九
九
〇
年
三
月　

同
右　

退
職

一
九
九
〇
年
四
月　

大
阪
府
立
大
学
総
合
科
学
部 

講
師

一
九
九
七
年
七
月　

大
阪
府
立
大
学
総
合
科
学
部 

助
教
授

二
〇
〇
二
年
四
月　

大
阪
府
立
大
学
人
間
文
化
学
研
究
科　

教
授

二
〇
一
六
四
月　
　

大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科　

教
授
（
現
在
に
至
る
）

※
こ
の
他
、
神
戸
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
・
大
阪
成
蹊
女
子
短
期
大
学
・
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
・
三
重
大
学
教
育
学
部
で
非
常
勤

講
師
を
勤
務
。

　
　

研　

究　

業　

績

【
著
書
】

１
．『
島
原
松
平
文
庫
蔵
『
古
事
談
抜
書
』
の
研
究
』［
共
著
］
池
上
洵
一
編
著　
　

和
泉
書
院　

一
九
八
八
年
一
二
月



略
歴
・
業
績
目
録

三

　
　
　

※
共
著
者
＝
池
上
洵
一

　
　
　

※
執
筆
担
当
分
＝
解
説
論
文
「『
古
事
談
抜
書
』
本
文
考
」
注
解
後
半
部　

説
話
一
覧
表

２
．『
続
古
事
談
注
解
』［
共
著
］
神
戸
説
話
研
究
会
編　

和
泉
書
院　

一
九
九
四
年
六
月

　
　
　

※
共
著
者
＝
池
上
洵
一
ほ
か
全
一
九
名

　
　
　

※
執
筆
担
当
分
＝
全
一
八
五
説
話
中
、
冒
頭
第
一
話
他
二
三
説
話
分
の
執
筆
と
、
巻
末
〔
関
係
説
話
一
覧
表
〕
の
作
製
を
担
当

３
．『
春
日
権
現
験
記
絵
注
解
』［
共
著
］
神
戸
説
話
研
究
会
編　

和
泉
書
院　

二
〇
〇
五
年
二
月

　
　
　

※
共
著
者
＝
池
上
洵
一
ほ
か
全
二
五
名

　
　
　

※
執
筆
担
当
分
＝
２

−

３
／
３

−
１
／
８

−

４
ａ
ｂ
／
14

−

４
／
15

−

１
ａ
ｂ　

の
各
章
段
分
の
執
筆
担
当

４
．『
近
世
寺
社
伝
資
料
『
和
州
寺
社
記
』・『
伽
藍
開
基
記
』』
神
戸
説
話
研
究
会
編　

和
泉
書
院　

二
〇
一
七
年
二
月

　
　
　

※
共
著
者
＝
池
上
洵
一
ほ
か
全
一
五
名

　
　
　

※
科
研
費
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
）
助
成
申
請
研
究
代
表
者
田
中
宗
博
／
全
体
の
監
修
と
「
あ
と
が
き
」
執
筆

【
学
術
論
文
】（
す
べ
て
単
著
）

１
．『
発
心
集
』
説
話
の
貴
族
た
ち
と
長
明
︱
︱
公
経
・
統
理
・
顕
基
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱	

一
九
八
四
年
三
月

　
　
　
　

「
国
文
論
叢
」
第
11
号
（
神
戸
大
学
国
語
国
文
学
会
）

２
．『
発
心
集
』
の
境
界
離
脱
譚	

一
九
八
六
年
三
月



四

　
　
　
　

「
国
文
論
叢
」
第
13
号
（
神
戸
大
学
国
語
国
文
学
会
）

３
．『
中
外
抄
』『
古
事
談
』
の
仁
海
説
話	

一
九
八
六
年
五
月

　
　
　
　

「
解
釈
」
第
32
巻
第
５
号
（
解
釈
学
会
）

４
．『
発
心
集
』
貴
族
説
話
小
考
︱
︱
成
信
・
重
家
・
有
仁
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱	

一
九
八
六
年
七
月

　
　
　
　

「
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
」（
神
戸
大
学
「
研
究
ノ
ー
ト
」
の
会
）

５
．『
古
事
談
抜
書
』
本
文
考
︱
︱
『
十
訓
抄
』
と
の
交
錯
と
独
自
異
文
︱
︱	

一
九
八
八
年
一
二
月

　
　
　
　
　

池
上
洵
一
編
『
島
原
松
平
文
庫
蔵
古
事
談
抜
書
の
研
究
』
和
泉
書
院

６
．『
中
外
抄
』
試
論	

一
九
八
九
年
三
月

　
　
　
　

「
国
文
論
叢
」
第
16
号
（
神
戸
大
学
国
語
国
文
学
会
）

７
．
紀
貫
之
の
夢
に
散
る
花
︱
︱
『
古
今
集
』
１
１
７
歌
考
︱
︱	

一
九
八
九
年
五
月

　
　
　
　
　

藤
岡
忠
美
編
『
古
今
和
歌
集
連
環
』
和
泉
書
院

８
．
地
蔵
に
遇
っ
た
尼
の
こ
と
︱
︱
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
16
話
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱	

一
九
九
一
年
三
月

　
　
　
　

「
人
文
学
論
集
」
第
９
・
10
集
（
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
）

９
．『
中
外
抄
』『
富
家
語
』
の
世
界	

一
九
九
二
年
六
月

　
　
　
　
　

説
話
の
講
座
４
『
説
話
集
の
世
界
Ⅰ

−

古
代

−

』　

勉
誠
社

10
．
豊
穣
な
る
矛
盾
︱
︱
『
発
心
集
』
を
読
む
（
１
）
︱
︱	

一
九
九
五
年
三
月



略
歴
・
業
績
目
録

五

　
　
　
　

「
人
文
学
論
集
」
第
13
集
（
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
）

11
．
発
心
を
描
く
︱
︱
『
発
心
集
』
の
方
法
を
め
ぐ
る
一
考
察
︱
︱	

一
九
九
五
年
六
月

　
　
　
　

「
説
話
文
学
研
究
」
第
30
号
（
説
話
文
学
会
）

12
．
凡
愚
へ
の
眼
差
し
︱
︱
『
発
心
集
』
を
読
む
（
２
）
︱
︱	

一
九
九
六
年
一
月

　
　
　
　

「
人
文
学
論
集
」
第
14
集
（
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
）

13
．
聖
帝
説
話
の
ゆ
く
え	

一
九
九
六
年
三
月

　
　
　
　
　

︱
︱
『
富
家
語
抜
書
』『
古
事
談
』『
続
古
事
談
』
の
一
条
天
皇
説
話
に
つ
い
て
︱
︱

　
　
　
　

「
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）」
第
44
巻

14
．『
発
心
集
』
数
寄
説
話
へ
の
一
視
角	

一
九
九
七
年
三
月

　
　
　
　

「
仏
教
文
学
」
21
号
（
仏
教
文
学
会
）

15
．
遁
世
者
説
話
の
展
開
と
変
質
︱
︱
『
発
心
集
』
を
通
し
て
『
撰
集
抄
』
を
読
む
︱
︱	

一
九
九
七
年
一
〇
月

　
　
　
　
　

説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説
話
論
集
』
第
七
集　

清
文
堂

16
．〈
指
の
蛇
〉
を
懺
悔
す
る
女
︱
︱
『
発
心
集
』
第
五
〇
話
試
論
︱
︱	

一
九
九
九
年
三
月

　
　
　
　

「
人
文
学
論
集
」
第
17
集
（
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
）

17
．『
発
心
集
』
読
例
︱
︱
第
十
一
話
「
高
野
辺
上
人
偽
儲
妻
女
事
」
︱
︱	

二
〇
〇
〇
年
三
月

　
　
　
　

「
人
文
学
論
集
」
第
18
集
（
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
）



六

18
．
惟
成
説
話
と
そ
の
周
辺
︱
︱
『
古
事
談
』
巻
第
二
「
臣
節
」
篇
へ
の
一
考
察
︱
︱	

二
〇
〇
一
年
五
月

　
　
　
　
　

池
上
洵
一
編
『
論
集
説
話
と
説
話
集
』
和
泉
書
院

19
．
捨
身
飼
虎
説
話
と
和
歌	

二
〇
〇
三
年
二
月

　
　
　
　
　

︱
︱
『
今
昔
物
語
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
所
収
説
話
の
読
解
の
た
め
に
︱
︱

　
　
　
　
　

藤
岡
忠
美
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
古
代
中
世
和
歌
文
学
の
研
究
』
和
泉
書
院

20
．『
今
昔
物
語
集
』
が
受
容
し
た
『
俊
頼
髄
脳
』
を
め
ぐ
る
基
礎
的
考
察

　
　
　
　
　

︱
︱
現
存
五
種
伝
本
と
の
本
文
比
較
を
通
し
て
︱
︱	

二
〇
〇
三
年
六
月

　
　
　
　
　

説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説
話
論
集
』
第
一
二
集　

清
文
堂

21
．
観
相
説
話
の
諸
相
︱
︱
『
古
事
談
』
巻
第
六
「
亭
宅
諸
道
」
篇
説
話
を
中
心
に
︱
︱	

二
〇
〇
四
年
三
月

　
　
　
　

「
大
阪
府
立
大
学
言
語
文
化
研
究
」
３

22
．『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法
（
１
）
︱
︱
巻
頭
遁
世
者
説
話
群
の
意
味
す
る
も
の
︱
︱	

二
〇
〇
六
年
三
月

　
　
　
　

「
百
舌
鳥
国
文
」
17
号
（
大
阪
府
立
大
学
国
語
国
文
学
会
）

23
．『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法
（
２
）
︱
︱
聖
徳
太
子
・
行
基
・
役
行
者
の
不
在
︱
︱	

二
〇
〇
七
年
三
月

　
　
　
　

「
百
舌
鳥
国
文
」
18
号
（
大
阪
府
立
大
学
国
語
国
文
学
会
）

24
．『
発
心
集
』
︱
︱
「
心
」
を
追
い
求
め
る	

二
〇
〇
七
年
八
月

　
　
　
　

「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
72
巻
８
号　

至
文
堂



略
歴
・
業
績
目
録

七

25
．『
中
外
抄
』『
富
家
語
』
︱
︱
藤
原
忠
実
の
説
話
世
界	

二
〇
〇
八
年
三
月

　
　
　
　
　

小
林
保
治
監
修
『
中
世
文
学
の
回
廊
』
勉
誠
出
版

26
．
心
誉
験
者
説
話
の
始
原
と
展
開
︱
︱
『
富
家
語
』
の
言
談
と
そ
の
受
容
の
諸
相
︱
︱	

二
〇
〇
八
年
三
月

　
　
　
　

「
百
舌
鳥
国
文
」
19
号
（
大
阪
府
立
大
学
国
語
国
文
学
会
）

27
．
蓮
体
編
『
観
音
冥
応
集
』
と
南
大
阪
地
域	

二
〇
〇
八
年
三
月

　
　
　
　

「
堺
・
南
大
阪
地
域
学
研
究
論
集
」
１
（
大
阪
府
立
大
学
）

28
．
称
徳
女
帝
と
後
白
河
院
を
つ
な
ぐ
も
の
︱
︱
『
古
事
談
』
巻
頭
説
話
へ
の
一
視
角
︱
︱	

二
〇
〇
八
年
七
月

　
　
　
　
　

浅
見
和
彦
編
『『
古
事
談
』
を
読
み
解
く
』　

笠
間
書
院

29
．
藤
原
忠
実
の
言
談
に
現
れ
た
僧
達
︱
︱
『
中
外
抄
』『
富
家
語
』
の
僧
侶
概
観
︱
︱	

二
〇
〇
九
年
三
月

　
　
　
　

「
百
舌
鳥
国
文
」
20
号
（
大
阪
府
立
大
学
国
語
国
文
学
会
）

30
．『
春
日
権
現
験
記
絵
』
と
『
中
外
抄
』
を
め
ぐ
る
一
考
察

　
　
　
　
　

︱
︱
東
三
条
邸
に
出
現
し
た
天
狗
、
そ
し
て
覚
鑁
︱
︱	

二
〇
一
〇
年
三
月

　
　
　
　

「
百
舌
鳥
国
文
」
21
号
（
大
阪
府
立
大
学
国
語
国
文
学
会
）　

31
．『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法
（
３
）
︱
︱
天
皇
の
描
か
れ
方
と
〈
王
法
〉
観
︱
︱	

二
〇
一
一
年
三
月

　
　
　
　

「
言
語
文
化
学
研
究 

日
本
語
日
本
文
学
編
」
６
（
大
阪
府
立
大
学
）

32
．
河
内
国
の
人
蓮
体
が
採
録
し
た
江
戸
の
霊
験
説
話
一
条



八

　
　
　
　
　

︱
︱
『
観
音
冥
応
集
』
巻
第
五
第
二
十
六
話
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱	

二
〇
一
二
年
三
月

　
　
　
　

「
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
」
13
号
（
大
阪
府
立
大
学
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

33
．
鴨
長
明
の
「
都
」
と
「
都
」
の
外
へ
の
眼
差
し	

二
〇
一
二
年
三
月

　
　
　
　

「
文
学
」
第
13
巻
第
２
号　

岩
波
書
店

34
．『
発
心
集
』
の
世
界
︱
︱
鴨
長
明
の
「
都
」
と
「
外
国
」
︱
︱	

二
〇
一
二
年
五
月

　
　
　
　

『
方
丈
記
８
０
０
年
記
念
︱
︱
鴨
長
明
と
そ
の
時
代
︱
︱
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

35
．
鴨
長
明
伝
︱
︱
院
政
期
下
鴨
社
氏
人
の
一
生
涯
︱
︱	

二
〇
一
二
年
八
月

　
　
　
　
　

歴
史
と
文
学
の
会
編
『
新
視
点
徹
底
追
跡　

方
丈
記
と
鴨
長
明
』
勉
誠
出
版

36
．『
古
今
著
聞
集
』「
魚
虫
禽
獣
」
篇
の
混
沌
を
ど
う
読
む
か	

二
〇
一
四
年
三
月

　
　
　
　

「
百
舌
鳥
国
文
」
25
号
（
大
阪
府
立
大
学
国
語
国
文
学
会
）

37
．
妙
国
寺
蘇
鉄
説
話
考
（
上
）	

二
〇
一
四
年
三
月

　
　
　
　

「
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
」
15
号
（
大
阪
府
立
大
学
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）　

38
．
道
長
伊
周
同
車
説
話
と
そ
の
周
辺
︱
︱
藤
原
忠
実
の
言
談
を
読
解
す
る
︱
︱	

二
〇
一
四
年
九
月

　
　
　
　
　

神
戸
説
話
研
究
会
編
『
論
集
中
世
・
近
世
説
話
と
説
話
集
』　

和
泉
書
院

39
．
妙
国
寺
蘇
鉄
説
話
考
（
下
）	

二
〇
一
六
年
三
月

　
　
　
　

「
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
」
16
号
（
大
阪
府
立
大
学
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）



略
歴
・
業
績
目
録

九

40
．『
中
外
抄
』
に
み
る
言
談
の
〈
場
〉
の
諸
相	

二
〇
一
六
年
八
月

　
　
　
　
　

︱
︱
忠
実
と
師
元
の
応
答
が
記
録
さ
れ
た
条
に
つ
い
て
︱
︱

　
　
　
　

「
説
話
文
学
研
究
」
第
51
号
（
説
話
文
学
会
）

41
．
知
足
院
関
白
藤
原
忠
実
が
伝
え
た
話	

二
〇
一
七
年
一
二
月

　
　
　
　
　

︱
︱
三
人
の
女
性
、
超
子
・
彰
子
・
寛
子
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱

　
　
　
　

「
文
学
・
語
学
」
２
２
１
（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
）

42
．（
研
究
覚
書
）
歌
人
鴨
長
明
と
説
話	

二
〇
二
一
年
三
月

　
　
　
　

「
百
舌
鳥
国
文
」
30
号
（
大
阪
府
立
大
学
国
語
国
文
学
会
）

43
．
動
物
説
話
試
論
︱
︱
『
古
今
著
聞
集
』『
今
昔
物
語
集
』
所
載
説
話
を
対
象
に
︱
︱	

二
〇
二
〇
年
三
月

　
　
　
　
「
言
語
文
化
学
研
究 

日
本
語
日
本
文
学
編
」
15
（
大
阪
府
立
大
学
）

44
．『
発
心
集
』
私
論
︱
︱
『
閑
居
友
』
と
の
比
較
か
ら
編
者
の
社
会
的
位
相
を
考
え
る
︱
︱	

二
〇
二
一
年
八
月

　
　
　
　

「
国
語
と
国
文
学
」
第
98
巻
第
９
号
（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）

【
学
界
展
望
・
書
評
】

１
．
伊
東
玉
美
著
『
院
政
期
説
話
集
の
研
究
』
︱	

一
九
九
七
年
六
月

　
　
　
　

「
説
話
文
学
研
究
」
32
号
（
説
話
文
学
会
）



一
〇

２
．
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年 

国
語
国
文
学
界
の
動
向 

中
世
散
文 

説
話
を
中
心
に	

二
〇
〇
九
年
七
月

　
　
　
　

「
文
学
・
語
学
」
１
９
４
（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
）

３
．
蔦
尾
和
宏
著
『
院
政
期
説
話
文
学
研
究
』	

二
〇
一
七
年
一
月

　
　
　
　

「
国
語
と
国
文
学
」（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）

【
翻
刻
・
影
印
】

１
．（
翻
刻
）
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
俊
頼
髄
脳
』	

一
九
九
六
年
三
月

　
　
　

俊
頼
髄
脳
研
究
会
編
『
顕
昭
本
俊
頼
髄
脳
』
俊
頼
髄
脳
研
究
会
発
行　

全
１
６
４
頁　

※
共
著
者
全
九
名

２
．（
翻
刻
）『
唯
独
自
見
抄
』	

一
九
九
七
年
一
二
月

　
　
　

俊
頼
髄
脳
研
究
会
編
『
唯
独
自
見
抄
』
俊
頼
髄
脳
研
究
会
発
行　

全
１
５
０
頁　

 

※
共
著
者
全
八
名

３
．（
影
印
）　

国
会
図
書
館
蔵
『
俊
頼
髄
脳
』	

一
九
九
九
年
一
〇
月

　
　
　

俊
頼
髄
脳
研
究
会
編
『
国
会
図
書
館
蔵
俊
頼
髄
脳
』
和
泉
書
院
影
印
叢
刊
92　

全
１
７
５
頁　

※
共
著
者
全
八
名

４
．（
翻
刻
）
関
西
大
学
図
書
館
蔵
『
俊
秘
抄
』	

二
〇
〇
二
年
一
〇
月

　
　
　

俊
頼
髄
脳
研
究
会
編
『
関
西
大
学
図
書
館
蔵 

俊
秘
抄
』
和
泉
書
院
和
泉
古
典
文
庫
10　

全
１
６
６
頁　

※
共
著
者
全
12
名



略
歴
・
業
績
目
録

一
一

【
辞
典
・
事
典
類
項
目
担
当
】

１
．『
日
本
説
話
伝
説
大
事
典
』
志
村
有
弘
・
諏
訪
春
雄 

編　

勉
誠
出
版	

二
〇
〇
〇
年
六
月

　
　
　

※
安
珍
・
行
人
塚
・
源
信
・
鷺
娘
・
猿
沢
の
池
・
性
空
・
瀬
田
の
唐
橋
・
源
順
…
等
の
項
目
を
担
当
執
筆

２
．『
天
皇
皇
族
歴
史
伝
説
大
事
典
』
志
村
有
弘 

編　

勉
誠
出
版	

二
〇
〇
八
年
一
二
月

　
　
　

※
村
上
天
皇
お
よ
び
、
そ
の
妃
・
子
女
に
つ
い
て
、
計
二
六
項
目
を
担
当
執
筆

３
．『
社
寺
縁
起
伝
説
辞
典
』
志
村
有
弘
・
奥
山
芳
広 

編　

戎
光
祥
出
版	

二
〇
〇
九
年
一
二
月

　
　
　

※
大
鳥
神
社
・
神
於
寺
・
崇
禅
寺
・
那
智
山
…
等
の
項
目
を
担
当
執
筆

４
．『
日
本
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
妖
怪
・
怪
奇
・
妖
人
事
典
』
志
村
有
弘 

編　

勉
誠
出
版	

二
〇
一
一
年　

二
月

　
　
　

※
「
神
仙
・
超
人
篇
」
の
「「
慈
覚
大
師
（
円
仁
）」
の
項
目
を
担
当
執
筆

　
　

学　

会　

活　

動

一
九
八
〇
年
六
月　

説
話
文
学
会　

会
員
（
現
在
に
至
る
）

一
九
八
〇
年
六
月　

仏
教
文
学
会　

会
員
（
現
在
に
至
る
）

一
九
八
五
年
三
月　

解
釈
学
会　

会
員
（
現
在
に
至
る
）



一
二

一
九
八
九
年
五
月　

中
世
文
学
会　

会
員
（
現
在
に
至
る
）

一
九
九
〇
年
十
月　

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会　

会
員
（
現
在
に
至
る
）

一
九
九
九
年
四
月　

仏
教
文
学
会　

委
員
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
三
年
四
月　

仏
教
文
学
会
会
誌
「
仏
教
文
学
」
編
集
委
員
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
六
年
四
月　

仏
教
文
学
会　

副
代
表
委
員
（
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
）

二
〇
二
一
年
四
月　

説
話
文
学
会　

委
員
（
現
在
に
至
る
）


